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研 究 課 題     ： 民俗学的な視点からのロマとサンカの比較                                      

  （英文） the comparison between loma and Japanese wanderers called  “Sanka”      

 from the folklore perspective                                      

 研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  今回の研究では、ロマとサンカの民俗としての面を比較しとらえていく。このような比較をした

ときに最も大きい違いは言語を持っているか否か、であると考えられる。三角寛の作品や論文の中では

サンカはサンカ語と呼ばれる言語を使用するといわれていたが、サンカの発生から考えるとこれは不自

然であり、日本語を使うとされている。しかしロマの人々はロマ語と呼ばれる言語を使う。さらに違い

を言うとすれば、ロマには多種多様な民族が入っていて、最初にインドから出てきた民族から大きく離

れたものを持っている、自分たちをロマ人という人種と認識し、ロマの国旗も作っている。一方で、沖

浦和光の主張によるとサンカは飢饉が発生したことにより田畑を捨て、生きながらえるために山中へ入

った人々である。このようにサンカとロマ、二つの漂泊民には大きな違いがあると私は考える。だがロ

マとサンカ、この両方は歴史的に見て差別の対象としても扱われてきたことなど、共通の特徴を持つ部

分も多く見受けられる。私はこの二つの漂泊民がどのようにして現れ、何を同根に持ち、何を違いとし

て持つのか、ということを疑問に思い、これらについて研究を行いたいと考えた。                                                                                      

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 結論として、ロマとサンカは両方とも定住せずに漂泊する集団であり、双方の民俗は漂泊の生活に強

く影響されていた。ロマはサンカと比べて長い期間の漂泊生活であったため、民俗の中でも特に民間療

法やまじないといった深い部分まで影響がみられた。一方でサンカはロマに対して短い期間の漂泊であ

ったため、生活や風習といった面で生活スタイルが漂泊の中での生活に適応している。この両者の共通

点は漂泊の生活の中で農業などの共同体の中で固定された役割をすることができないという点であると

考えられる。ロマの魔術はシャーマン的な役割を持つ人間がいない地域で民間伝承の中での悪霊と人間

との関係を取り持つもので隙間産業的なものであると言える。 

このような決論を得てこれから発展させていくときに、次回はサンカ、ロマという具体的な例のみでな

く漂泊集団という大きなくくりで見たときにその集団の大小がどのような影響をもたらすのか、という

ことについて発展させていきたいと感じた。                                                                             
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